
町

内

会

員

の

皆

様

に

お

か

れ

ま

し

て

は

日

頃

よ

り

町

内

会

活

動

に

ご

支

援

ご

協

力

を

賜

り

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

お

陰

を

持

ち

ま

し

て

平

成

二

十

七

年

も

幕

を

閉

じ

よ

う

と

し

て

お

り

ま

す

。

本

年

も

皆

様

の

ご

協

力

の

下

、

最

大

の

イ

ベ

ン

ト

盆

踊

り

、

だ

ん

じ

り

祭

り

が

各

団

体

の

ま

と

ま

っ

た

力

を

発

揮

し

て

無

事

に

実

施

で

き

ま

し

た

事

を

お

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

ま

た

、

安

心

・

安

全

な

街

づ

く

り

で

は

岸

和

田

市

の

助

成

金

を

活

用

し

て

防

犯

カ

メ

ラ

を

二

台

追

加

設

置

し

、

現

行

五

台

稼

働

し

た

こ

と

を

報

告

し

ま

す

。

防

犯

カ

メ

ラ

の

稼

働

箇

所

に

つ

い

て

は

次

号

以

降

の

町

会

ニ

ュ

ー

ス

で

報

告

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

さ

ら

に

、

三

年

目

と

な

る

防

災

避

難

訓

練

を

約

二

百

名

程

度

の

参

加

を

得

て

開

催

で

き

ま

し

た

。

こ

の

様

に

、

防

災

訓

練

を

継

続

実

施

し

て

い

る

の

は

八

木

連

合

町

会

の

中

で

も

当

町

だ

け

で

あ

り

ま

す

。

近

年

の

異

常

気

象

に

よ

る

集

中

豪

雨

、

今

後

三

十

年

以

内

に

七

十

％

の

確

率

で

発

生

予

想

さ

れ

る

南

海

ト

ラ

フ

地

震

へ

の

備

え

と

し

て

防

災

訓

練

が

定

着

す

る

よ

う

に

皆

様

の

更

な

る

協

力

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

加

え

て

、

町

会

員

皆

様

か

ら

の

側

溝

へ

の

転

落

防

止

を

図

る

安

全

柵

設

置

、

迷

惑

駐

車

解

消

等

の

要

望

を

岸

和

田

市

及

び

岸

和

田

警

察

に

つ

な

い

で

改

善

に

努

め

ま

し

た

事

も

ご

報

告

い

た

し

ま

す

。

以

上

、

平

成

二

十

七

年

四

月

以

降

の

主

要

事

項

を

取

り

ま

と

め

て

報

告

い

た

し

ま

す

。

町

会

役

員

一

同

は

皆

様

の

積

極

的

な

支

え

を

い

た

だ

い

て

、

活

動

と

行

事

を

行

え

た

事

の

お

礼

を

申

し

上

げ

、

平

成

二

十

八

年

も

皆

様

の

ご

要

望

に

十

分

応

え

て

ま

い

り

た

い

と

存

じ

ま

す

。

今

年

は

戦

後

七

十

年

、

先

の

戦

争

に

つ

い

て

の

テ

レ

ビ

特

集

番

組

が

放

映

さ

れ

、

多

く

の

出

版

物

も

書

店

に

並

び

ま

し

た

が

、

我

が

箕

土

路

町

会

で

は

昭

和

十

八

年

十

月

六

日

付

箕

土

路

町

内

会

「

祭

礼

地

車

雑

用

明

細

控

」

が

保

存

さ

れ

て

い

た

の

で

、

皆

様

に

紹

介

し

て

当

時

の

祭

礼

に

つ

い

て

振

り

返

っ

て

み

る

こ

と

と

し

ま

す

。

ま

ず

、

昭

和

十

八

年

十

月

の

祭

礼

を

挟

む

時

期

は

ど

の

よ

う

な

社

会

状

況

で

あ

っ

た

の

か

確

認

し

ま

す

。

戦

争

の

状

況

は

悪

化

し

て

お

り

、

九

月

に

は

空

襲

に

よ

る

万

が

一

の

事

態

に

備

え

て

、

東

京

上

野

動

物

園

で

は

ゾ

ウ

、

猛

獣

類

殺

害

な

ど

の

処

置

が

と

ら

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

十

月

二

十

一

日

に

は

明

治

神

宮

外

苑

競

技

場

で

出

陣

学

徒

壮

行

会

が

挙

行

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

様

な

時

期

で

あ

り

ま

し

た

が

、

身

近

な

庶

民

生

活

で

は

ま

だ

余

裕

が

見

ら

れ

る

時

期

で

も

あ

っ

た

よ

う

で

す

。

こ

の

情

勢

下

で

の

祭

礼

費

用

明

細

で

す

が

、

当

時

の

金

額

を

現

在

価

格

に

換

算

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

換

算

基

準

と

し

て

一

般

的

に

白

米

十

㎏

価

格

を

採

用

す

る

ケ

ー

ス

が

多

い

の

で

、

こ

の

基

準

で

現

在

に

置

き

換

え

た

金

額

表

示

す

る

こ

と

と

し

ま

す

。

ま

ず

、

収

入

で

す

が

七

つ

の

隣

組

御

花

合

計

額

は

十

四

万

一

千

円

で

す

。

支

出

は

夜

疑

神

社

と

久

米

田

寺

の

お

供

え

各

八

千

円

、

こ

れ

に

加

え

て

、

鳳

神

社

へ

も

お

供

え

一

万

二

千

円

が

あ

り

ま

す

。

何

故

、

鳳

神

社

が

こ

こ

に

登

場

す

る

の

か

、

理

由

は

不

明

で

す

。

他

に

煮

干

二

百

匁

二

千

円

、

大

工

手

間

一

万

四

千

円

、

壮

年

組

礼

一

万

四

千

円

、

女

子

救

護

班

礼

一

万

円

、

団

扇

五

十

本

七

千

円

、

組

長

慰

労

金

一

万

四

千

円

、

青

年

慰

労

酒

五

千

円

、

屋

根

（

民

家

）

修

理

費

二

万

一

千

円

、

鶏

二

羽

と

酒

三

本

四

万

八

千

円

等

が

記

載

さ

れ

て

い

ま

す

。

支

出

合

計

額

は

十

六

万

円

程

度

で

あ

り

、

二

万

円

の

支

出

超

過

で

す

。

支

出

明

細

を

基

に

当

時

の

祭

礼

の

形

を

想

像

す

れ

ば

町

内

七

十

軒

（

推

定

）

か

ら

祭

礼

御

花

を

い

た

だ

き

、

夜

疑

神

社

へ

の

宮

入

と

久

米

田

寺

へ

の

行

基

参

り

を

行

っ

た

。

ま

た

、

各

団

体

へ

の

礼

金

金

額

は

現

在

に

比

べ

て

少

額

で

あ

る

も

の

の

現

在

に

共

通

す

る

内

容

で

す

。

さ

ら

に

、

屋

根

（

民

家

）

修

理

費

が

あ

り

ま

す

が

、

当

時

も

今

も

地

車

操

作

ミ

ス

が

付

き

物

だ

っ

た

よ

う

で

す

。

興

味

深

い

の

は

鶏

二

羽

等

の

支

出

で

す

。

落

索

で

鶏

す

き

焼

き

し

て

お

酒

を

飲

ん

だ

の

か

と

推

測

い

た

し

ま

す

。

戦

時

下

の

厳

し

い

環

境

で

あ

っ

て

も

、

一

方

で

は

住

民

の

力

で

祭

礼

を

楽

し

ん

だ

姿

が

浮

か

び

上

が

る

と

と

も

に

、

祭

礼

の

収

支

項

目

は

現

在

に

引

き

継

が

れ

て

い

る

こ

と

が

よ

く

解

り

ま

し

た

。

ま

た

、

新

た

な

資

料

が

発

見

さ

れ

れ

ば

皆

様

に

紹

介

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

町

会

長

吉

田

篤
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三

世

代

の

お

餅

つ

き

「

み

づ

く

り

学

級

」

十

二

月

六

日

（

日

）

箕

土

路

青

少

年

会

館

で

餅

つ

き

を

し

ま

し

た

。

餅

の

蒸

し

上

が

る

に

お

い

が

し

だ

す

と

、

大

人

も

子

ど

も

も

心

が

は

や

り

ま

す

。

箕

土

路

町

子

供

会

か

ら

七

十

九

名

の

参

加

が

あ

り

、

大

変

に

ぎ

わ

い

ま

し

た

。

子

ど

も

た

ち

は

、

餅

つ

き

体

験

の

後

、

餅

を

丸

め

て

持

ち

帰

り

ま

し

た

。

八

木

北

校

区

の

町

会

、

老

人

会

・

婦

人

会

・

子

ど

も

会

の

素

晴

ら

し

い

活

動

で

し

た

。

岸

和

田

市

立

箕

土

路

青

少

年

会

館

館

長

藤

原

左

記

子


